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い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
愛
知
県
政
を
！

「
実
施
計
画
」
と
は
、
安
城

市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
掲

げ
ら
れ
た
内
容
を
実
現
す
る
た

め
、
施
策
の
具
体
的
な
内
容
、

時
期
を
明
ら
か
に
し
、
行
財
政

運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

３
カ
年
の
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
で

毎
年
、
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
末
に
公

表
さ
れ
た
計
画

は
、
２
０
１
９

～
２
０
２
１
年

度
ま
で
の
計
画

で
、
12
月
15
日

付
「
広
報
あ
ん

じ
ょ
う
」
に
も
「
実
施
計
画
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
」
と
し
て
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

実
施
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た

事
業
名
は
「
小
中
学
校
普
通
教

室
空
調
設
備
設
置
事
業
」
で
、

事
業
概
要
は
「
小
中
学
校
の
教

室
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
」

で
す
。

具
体
的
に
は
、
今
回
の
実
施

計
画
の
初
年
度
で
あ
る
２
０
１

９
年
度
に
「
小
学
校
（
３
～
６

年
生
普
通
教
室
、
特
別
教
室
等
）

及
び
「
中
学
校
（
普
通
教
室
、

特
別
教
室
等
）
の
空
調
設
備
設

置
工
事
」
と
し
て
、
26
億
６
８

０
０
万
円
の
事
業
費
が
掲
げ
ら

れ
、
１
０
０
％
の
事
業
を
行
う

計
画
で
す
。

小
学
校
１
～
２
年
生
の
普
通

教
室
、
特
別
教
室
等
の
設
置
工

実
施
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る

総
額
34
億
７
９
０
０
万
円
余
を
想
定

安
城
市
は
、
昨
年
11
月
29
日
開
催
の
市
議
会
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
第
８
次
総
合
計
画
の
実
施
計
画
を
説
明
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
小
中
学
校
普
通
教
室
空
調
設
備
設
置
事
業
」

が
２
０
１
９
年
度
の
事
業
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
が
前
倒
し
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
朗
報

で
す
。

事
費
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
12

月
議
会
提
案
の
補
正
予
算
で
可

決
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
合
わ

せ
た
総
事
業
費
は
、
34
億
７
９

４
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

来
夏
に
間
に
合
う
よ
う

計
画
前
倒
し
を
要
求
―
日
本
共
産
党

安
城
市
は
、
昨
年
の
９
月
補

正
予
算
に
普
通
教
室
等
に
空
調

設
備
を
設
置
す
る
た
め
の
設
計

委
託
料
と
し
て
４
０
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
小
学
校
１
～
２

年
は
２
０
１
９
年
７
月
に
設
置

さ
れ
る
も
の
の
、
３
年
生
以
上

と
中
学
校
は
２
０
２
０
年
７
月

以
降
と
い
う
計
画
で
し
た
。

そ
こ
で
、
日
本
共
産
党
の
ふ

か
や
議
員
は
、
９
月
議
会
一
般

質
問
で
「
こ
れ
で
は
遅
す
ぎ
る
」

「
小
中
学
校
全
学
年
で
２
０
１

９
年
の
夏
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
、
計
画
の
前
倒
し
」
を
要
求

し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
安
城
市
は
、
「
来

年
７
月
か
ら
の
使
用
開
始
は
困

難
だ
が
、
少
し
で
も
早
め
ら
れ

る

よ

う

発

注

方

法

な

ど

、

検

討

中
で
あ
る
」

「

子

ど

も

た

ち

の

命

を

最

優

先

す

る

考

え

で

や

っ

て

い
き
た
い
」

と

答

弁

し

て
い
ま
し
た
。

実
施
計
画
で
、
２
０
２
０
年

度
に
空
調
設
備
を
設
置
す
る
と

い
う
当
初
計
画
は
早
め
ら
れ
た

も
の
の
、
２
０
１
９
年
度
の
何

月
に
設
置
工
事
が
行
わ
れ
る
の

か
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
夏
に
間
に
合
う
よ
う
最
大

限
の
対
策
を
取
る
べ
き
で
す
。



市
民
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

２
０
１
９
年
度
安
城
市
予
算
編
成
を

日
本
共
産
党
が
要
望
書
提
出

池
浦
町
池
浦
95-

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
７
７
ー
１
３
４
５
）

ふ

か

や

恵

子

古
井
町
一
本
木
45-

11

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
７
５
ー
８
０
３
３
）

宮

川

か

ね

ひ

こ

日
本
共
産
党
安
城
市
議
団

◆
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
～
12
時

◆
場
所

日
本
共
産
党

知
立
事
務
所

◆
申
し
込
み

市
議
団
ま
で

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

★
第
８
期
介
護
保
険
料
を
決
め

る
と
き
は
負
担
能
力
に
応
じ
た

保
険
負
担
段
階
と
す
る
。

第
８
段
階
か
ら
所
得
金
額
を
50

万
円
単
位
と
し
、
上
限
を
２
千

万
円
と
す
る
。

★
要
介
護
認
定
者
が
障
が
い
者

控
除
の
認
定
を
申
請
し
や
す
く

す
る
た
め
、
必
要
書
類
を
該
当

者
全
員
に
送
付
す
る
。

★
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保

険
料
の
軽
減
制
度
を
設
け
る
。

★
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
介

護
人
手
当
を
月
額
５
０
０
０
円

に
戻
す
。

★
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

の
未
整
備
地
区
、
北
中
・
東
山
・

桜
井
の
整
備
。

★
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
必
要

に
応
じ
て
昼
か
夜
か
の
選
択

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
対

象
者
を
60
歳
以
上
の
障
が
い

者
に
も
拡
充
す
る
。

★
国
民
健
康
保
険
税
の
担
税

能
力
の
な
い
子
ど
も
へ
の
均

等
割
は
賦
課
し
な
い
。

★
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
一
乗
車
・
複
数
枚

利
用
と
、
利
用
券
交
付
数
を

増
や
す
こ
と
で
病
院
な
ど
の

通
院
だ
け
で
な
く
、
積
極
的

に
社
会
参
加
の
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

日
本
共
産
党
安
城
市
議
団
の
宮
川
か
ね
ひ
こ
・
ふ
か
や
恵
子

両
議
員
は
昨
年
12
月4

日
、
「
２
０
１
９
年
度
安
城
市
予
算
編
成

に
対
す
る
要
望
書
」
を
神
谷
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
は
77
項
目
で
主
な
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。
今
回

は
回
答
を
求
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
経
済
的
弱
者
に
優
し
い
ま
ち
に

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

公
平
・
公
正
で
民
主
的
な
市
政
の
た
め
に

★
非
婚
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

寡
婦
控
除
を
適
用
す
る
。

★
学
習
支
援
事
業
を
拡
充
し
、

中
学
校
区
に
１
か
所
設
置
す

る
。

★
兄
弟
・
姉
妹
は
同
一
保
育

園
へ
入
園
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

★
３
歳
未
満
児
も
育
休
中
の

保
育
を
継
続
す
る
。

★
被
災
者
生
活
再
建
支
援
の
た

め
に
、
国
制
度
と
合
わ
せ
て
全

壊
家
屋
へ
の
最
高
額
が
５
０
０

万
円
と
な
る
よ
う
な
市
独
自
の

生
活
再
建
支
援
助
成
制
度
を
設

け
る
。

★
デ
ン
パ
ー
ク
内
の
メ
ル
ヘ
ン

号
の
停
車
場
を
作
り
乗
降
自
由

に
し
、
足
腰
の
弱
い
高
齢
者
等

に
便
宜
を
図
る
。

★
市
正
規
職
員
を
増
員
す
る
。

★
市
役
所
内
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ

ク
職
場
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
を
な
く

す
。

★
指
定
管
理
者
施
設
を
拡
大
し

な
い
。
指
定
管
理
者
は
営
利
企

業
を
対
象
と
し
な
い
。

★
男
女
平
等
参
画
推
進
条
例
に

基
づ
く
施
策
を
推
進
す
る
。
政

策
決
定
の
場
へ
の
一
層
の
女
性

参
画
を
進
め
る
。

★
「
公
契
約
条
例
」
を
制
定
し
、

公
共
事
業
や
委
託
業
者
で
働
く

労
働
条
件
の
改
善
に
つ
な
げ
る
。

★
給
食
費
の
無
償
化
を
第
３
子

以
降
だ
け
で
な
く
一
層
進
め
る
。

★
臨
時
教
員
の
正
規
採
用
を
積

極
的
に
進
め
る
。

★
必
要
な
体
制
を
整
え
、
市
独

自
の
少
人
数
学
級
を
小
中
学
校

全
学
年
に
順
次
拡
大
す
る
。

★
市
独
自
の
私
学
助
成
を
所
得

制
限
な
し
の
年
額
２
万
４
千
円

に
す
る
。

行
き
届
い
た
子
育
て
応
援
で
子
ど
も
が
輝
く
安
城
に


